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編集後記 
 

本年 2021（令和 3）年度から、京都大学大学院文学研究科スラブ語学スラブ文学専修の年報として、

『Slavica Kiotoensia』を発行する運びとなりました。人文学研究をめぐる環境は近年、困難の度を深めていま

すが、状況が許すかぎりは毎年1冊を上梓していきたいと考えています。本誌に掲載されている論文や書評

はいずれも査読審査を経ていますが、なおご意見・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

第1号にはロシアの文学と文化、比較文学の論考が集まりましたが、本誌はロシア以外のスラヴ圏・旧ソ連

圏も対象とし、文学・文化以外の人文学諸分野にも門扉を開いています。 

編集・発行の主体は当専修である一方、執筆資格には厳密な規定を設けません。使用言語については、当

面は日本語・ロシア語・英語のいずれかを想定しています。本誌への投稿を希望される方は、奥付に記載の

メールアドレス宛てにご相談ください。 

本誌では抜刷を発行しませんが、掲載された論文等は、原則として電子化し、インターネット等を通じて公

開します。「京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）」のサイトからダウンロード可能です。下記の当専修

URLからもリンクできますので、ご利用ください。 

本誌 1 号の発行に向けて、さまざまなかたちでご協力いただいた研究者諸氏、院生諸君に心からの謝意

を表します。発行までの試行錯誤の過程で、『Slavica Kiotoensia』誌の輪郭はおおむね定まりました。この経

験を基として、次号以降、更なる展開を図っていきたいと思います。                  （中村唯史） 

 

―――――――――――――――――― 
Slavica Kiotoensia 第 1号 

2021年11 月15 日発行 
 

発行所 
京都大学大学院文学研究科スラブ語学スラブ文学専修 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学文学研究科内 
Tel: 075-753-2781   E-Mail: nakamura.tadashi.6r@kyoto-u.ac.jp 
URL: https://www.bun.kyoto-u.ac.jp/slavic_lang_lit/sll-top_page-3/ 

印刷所 
中村印刷株式会社 

〒601-8133 京都市南区上鳥羽藁田29 
Tel: 075-682-7666    Fax: 075-682-7677 

―――――――――――――――――― 



ф 

Slavica Кioto ns1a 

Статья / Article 

Shigeo МА TSUВARA 

vol.1 

А Judicial Епоr in "The Brothers Karamazov" Ьу Fyodor Dostoevsky 

Юта ФУКАТАКИ 

Опыт анализа рассказа Н. С. Лескова «Несмертельный Голован» 

Eisuke Т АКАDА 
Depiction ofNature in А. Chekhov' s "Gusev" 

Т АМУР А Футоси 

Восприятие повести «Конь бледный» Б. В. Савинкова (В. Ропщина) в Японии 

ЛИБовэнь 

Образ Иисуса Христа в «Стихотворениях Юрия Живаго» 

Mari TSUJII 
An Analysis ofthe Textures in Solaris, Andrei Tarkovsky' s Film 

Рецензия / Book Review 

АОУ АМА Tadanobu 
Hattori Fumiaki. "А Short History of Old Church Slavonic" 

САЙСУ Наохито 
Миура Кийохару. «Киево-печерский патерик: перевод на японский язык и 

комментарии» 

Eisuke ТАКАDА 
Sato Yusuke. "Tolstoy ana Woman: А Holistic Examination into His Life and Creations" 

СУГИНОЮри 

Ермакова Л. М. «Российско-японские отражения. история, литература, искусство» 
' ' 

' Список назв~ний трактатов 2018-2020 
Список авторов, редакторов и сотрудников 

Послесловие редактора 


	SlavicaKiotoensia_1_a_old
	01表紙
	02目次
	14編集後記・奥付

	文書名SlavicaKiotoensia_1_166



